
    
 

令和７年度事業報告 
 

 

Ⅰ 運動推進事業 

１ 海洋・海事思想の普及 

（１）美ら海体験教室事業 

一般財団法人近藤記念海事財団との共催により、６月28日(土)、29日(日)に沖縄 

県石垣市において約100名の子供が参加し、「第18回美ら海体験教室」を開催した。 

参加した子供達が「海洋環境教室、石西礁湖についての講話、世界一周ヨット航

海についての講話」等を通じて海について学ぶとともに、ライフジャケットの着用

方法など海の安全講習を受けた後、ヨット、カヌー、シュノーケリングなどのマリ

ンスポーツを体験した。 

（２）我ら海の子展事業 

一般財団法人サークルクラブ協会との共催により、船、海や船で働く人、海の環

境保全などをテーマにした絵画コンクール「第53回我ら海の子展」を実施した。 

8月22日(金)に授賞式を開催し、国土交通大臣賞をはじめ日本海洋少年団連盟会長

賞等を授与した。作品は、銀座ギャラリー、国土交通省、アクアマリンふくしま、

琴平海洋博物館、日本郵船氷川丸及び関門海峡らいぶ館にて展示を行った。 

（３）褒状山縣賞授与事業 

一般財団法人山縣記念財団の協力により、褒状山縣賞授与式を3月25日(金)に開催

し、８名の優秀な卒団者に表彰状及び徽章を会長から授与した。（授与者は10名） 

 

２ 海洋少年団運動の広報 

(１) ７月21日（月）「海の日」に、政府主催「海の日記念式典」（「海の日」制

定30周年記念行事、秋篠宮殿下・同妃殿下ご臨席）が東京国際クルーズターミナルで

開催され、連盟及び東京地区の海洋少年団が出席し、手旗信号展示を行うとともに、

ブース出展を行い活動のＰＲを行った。 

（２） 機関紙「海っ子」を５回発行した。 

（３） ホームページ、Facebookにより情報発信を行った。 

（４） 独立行政法人海技教育機構、独立行政法人国立高等専門学校機構、国立大学

法人東京海洋大学及び神戸大学の協力を得て、海の教育機関（12校）を紹介する「海

洋・海運カレンダー」を作製・配布し、団員の海事分野への興味の醸成、ＰＲに努め

た。 

  



 

３ 海洋少年団運動の拡充／推進／強化・活性化 

（１） 運動の充実 

  イ 日本海洋少年団連盟団会員の名簿管理を行い、団会員等の現状把握を行っ

た。会員証301枚を発行するとともに、新入団員205名に対して助成を行った。 

  ロ 海洋活動器材等の整備を進めた。 

  （イ）  カヌー・SUP 

     深沢団、敦賀団 

  （ロ） カッター修繕等 

     八戸団、南勢団、四日市団 

  （ハ） 救命胴衣 

     新潟団 

ハ 損害賠償責任保険に加入した。 

 （２） 運動の推進 

  イ 地区連盟の活動助成 

   東北、東京、中部、近畿、中国及び九州北部の６地区連盟に対して助成した。 

ロ 指導者資格審査委員会を開催し、指導者23名を承認・登録した。 

（３）運動の強化・活性化 

イ 日本連盟主催による合宿研修 

合同研修は、準指導者候補を確保するとともに、参加者の横のネットワーク構

築を促し海洋少年団運動の活性化につなげることを目的としたもので、3月25日(

水)から2泊3日の日程で、若洲ヨット訓練所（東京都江東区）などにおいて、高校

２～３年生及び大学生を対象に実施した。14名（褒状山縣賞受賞者３名を含む。

）が参加し、ヨット訓練、海事研修等を通じて、知識・技能を習得するとともに

、参加者間の交流イベント等を通じて親睦も深めることができた。 

ロ 日本連盟主催による上級指導者養成研修 

    11月29日（土）、30日（日）、東京オリンピック記念青少年総合センターにお

いて、全国８団14名の指導者が参加する上級指導者研修を実施した。 

   ハ 地区連盟主催による指導者養成研修 

    東京（沖縄地区を含む。）、中国（四国地区を含む。）及び九州北部の３地区

連盟が指導者養成研修を実施した。 

 二 海洋少年団活性化プログラムの実施 

（イ）  海事研修 

      海事研修は、国内大型フェリーでの宿泊を伴う体験乗船と寄港地での地元

団と交流等を行うもので、10月11日～13日の間、青森～函館間の津軽海峡フ

ェリーに体験乗船し、船内見学・業務講話などを通じて学習したほか、函館

において八戸団と札幌団が合流して、「海の出前講座」（北海道運輸局）の

講義や交流イベントを実施した。団員・指導者等24名が参加した。 



（ロ） 安全管理の充実 

小型船舶操縦士免許取得を助成（12団14名）することにより、海の交通ルー

ルや海の安全に関する知識向上を促すとともに、海上活動時の警戒支援艇の船

長の養成を支援した。 

（４）関係団体との連携 

   商船系国立高専をはじめ海事教育に携わる機関等の支援を受け、練習船の体験 

乗船など子供たちに船に親しむ機会を与えることで、海洋に関係する仕事への興

味・関心の醸成を図った。 

４ 海洋環境教育・地域貢献の推進 

（１）環境教育事業 

沖縄県石垣団が開催した「美ら海体験教室」をはじめ、全国の海洋少年団が定期

的に海浜清掃等を行い、自然を大切にする心やエコの精神などの涵養を図った。 

（２）青い羽根募金活動 

公益社団法人日本水難救済会の実施する「青い羽根」募金運動に協力した。 

 

Ⅱ 全国大会事業 

１ 令和６年度の全国大会「式典の部」に引き続き、令和７年度は全国大会「競技の

部」を、８月から10月にかけて全国６地区（北海道、東日本、中部、近畿、中国、

九州北部）で分散開催した。 

２ １月24日（土）全国大会ミーティングを実施し、全国大会の実施方法や成果の確

認を行うとともに、分散開催となった「競技の部」については、各地区の実施状況

等について情報共有を図り、円滑かつ継続的な実施のための意見交換を行った。 

 

Ⅲ 国際交流事業 

１ 国際海洋少年団協会(ISCA)年次総会 

10 月 28 日（火）～31 日（金）の間、東京において国際海洋少年団協会（ISCA）

年次総会を開催した。14 年ぶりの日本開催で、13 か国（対面７か国、オンライン５

か国、委任１か国）が参加し、主催国として議長を務めた。 

２  国際委員会の開催 

   1 月 24 日(土)国際委員会を開催した。 

３  海洋少年団員の海外派遣 

招へいのあった２か国に団員及び指導者を派遣した。 

韓国：7 月 28 日(月)から 8 月４日(月)の間 団員３名、指導者 1 名 

香港：8 月３日(日)から 8 月 10 日(日)の間 団員４名 指導者 1 名 

 

Ⅳ 需品事業 

制服、制帽及び徽章類を作製して販売した。また、キャラクターグッズ等についても

カタログを作成し、販売を促進した。 


